
2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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糖化ケアセミナー

糖化ストレス研究 最新トピックス2022夏

2022年8月2日（火）14:00～15:30

14:00～14:10

アークレイグループ からだサポート研究所 抗糖化製品の紹介

14:10～15:00

脱マスクに向けて 需要が高まる糖化ケア 【八木雅之先生】

15:00～15:30

質疑応答 【八木雅之先生】

抗糖化原料のご紹介

アークレイグループ からだサポート研究所

＜AGハーブMIX ／ サトナシール ＞
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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小型臨床検査

遺伝子検査

機能性食品素材

「糖化」
に着目

からだサポート研究所の紹介
自己血糖測定

尿検査

糖尿病検査

からだサポート研究所

4

糖化とは

糖化

Advanced Glycation End products
＜終末糖化産物＞
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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抗糖化２素材

守りと攻めで総合的な糖化ケア

6

ローマカミツレローマカミツレ
Chamaemelum nobileChamaemelum nobile

ドクダミドクダミ
Houttuynia cordataHouttuynia cordata

セイヨウサンザシセイヨウサンザシ
Crataegus laevigataCrataegus laevigata

ブドウ葉ブドウ葉
Vitis viniferaVitis vinifera

＜4種のハーブの混合エキス＞

体内で起こる糖化反応を抑制し、
AGEsの生成を防ぐ抗糖化素材。
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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AGハーブMIX摂取試験*（プラセボ対照二重盲検ランダム化並行群間比較試験）
被験者 : 皮膚AGEs沈着量が多い40～65歳（平均52歳）女性24名
試験食 : 1日 100mg、12週間摂取

シミ改善効果

*Kawai H et al．Glycative Stress Research．2016，3(4)，236-45．

8

＜３種のハーブの混合エキス＞

架橋切断と代謝促進作用で、
蓄積したAGEsを排出する抗糖化素材。

フェネルフェネル
Foeniculum vulgareFoeniculum vulgare

ハイビスカスハイビスカス
Hibiscus sabdariffaHibiscus sabdariffa

フェヌグリークフェヌグリーク
Trigonella foenum-graecumTrigonella foenum-graecum
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（からだサポート研究所）
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サトナシール摂取試験*（プラセボ対照二重盲検ランダム化並行群間比較試験）
被験者 : 皮膚AGEs沈着量が多い40～65歳（平均51歳）女性35名
試験食 : 1日 100mg、12週間摂取

シワ（顔面・右側）の改善

*Matsuo N et al. Glycative Stress Res. 2021, 8(2), 98-109.

コラーゲン

エラスチン

真
皮

表
皮

線維芽細胞

肌への作用イメージ

10

糖

AGEsAGハーブMIXが
糖化を抑制
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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肌への作用イメージ
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コラーゲン

エラスチン

真
皮

表
皮

線維芽細胞

サトナシールが
AGEsを分解・代謝

被験者 :40~65歳の女性を年齢に偏りのないよう15名ずつ3群に割付
試験食 :①AGハーブMIXのみ 100mg

②サトナシールのみ 100mg
③AGハーブMIX 50mg＋サトナシール 50mg（計100mg）

摂取期間:１２週間（４、８、１２週でアンケートを実施）

AGハーブMIX/サトナシール体感モニター試験

①AGハーブMIXのみ

12

②サトナシールのみ
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③併用（半量ずつ）

11

12



2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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糖化産物を排出糖化を抑制

守り 攻め

化粧ノリ
トーン・透明感

黄ぐすみ
吹き出物

化粧ノリ
口元のシワ
ハリ・弾力
目のくま

13

守りと攻めの糖化ケア

14

ご清聴ありがとうございました。
よ り 詳 細 な 製 品 資料 につ いて は弊 社HP から ダウ ンロ ード 、

も し く は お 問 い 合わ せフ ォー ムか ら資 料請 求く ださ い。

弊 社 H P : h t t p s : / / e bn 2 . a r k r ay . c o . j p
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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糖化ストレス研究の最前線を知る
糖化ケア セミナー

糖化ストレス研究
最新トピックス2022

脱マスクに向けて需要が高まる糖化ケア

２０２２年８月２日（火） １４：００ ～ １５：３０
同志社大学 特定任用研究員教授 / 生命医科学部 糖化ストレス研究センター
八木 雅之

15©2022 Doshisha University

©2022 Doshisha University 16

本日の内容

• 糖化の認知度は10数年でどのように

変わったか？

• with / after コロナに向けた糖化ケア

• 糖化ケアの評価トレンド

• 糖化ケア素材研究のトピックス2022

• 抗糖化作用とコラーゲン

糖化ストレス研究最新トピックス2022
脱マスクに向けて需要が高まる糖化ケア

知るギャラリー（インテージ）
https://gallery.intage.co.jp/ihr-column24/

15
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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©2022 Doshisha University 17

糖化の認知度は10数年でどのように変わったか？

©2022 Doshisha University 18

□ こげ
□ AGEs（終末糖化産物）
□ RAGE
□ 抗糖化
□ 糖化は老化
□ 糖化ストレス
□ 血糖値スパイク
□ AUC（血糖値上昇下面積）
□ グリセミックインデックス（GI）
□ 糖化ケア

糖化用語
ベスト１０

わかりやすい言葉が一般認知を広げた

17
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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抗糖化から糖化ケアへ

日経ヘルス 2017年5月号（日経BP社）

©2022 Doshisha University 20

「セルフヘルシーライフ美学ねっと」を改変
http://www.sutekina.jp/result171106-171227.html

ドクターシーラボ
顔のたるみ研究所

http://www.tarumi-labo.com/special/2011/06/post-6.html

からだサポート研究所
AGハーブMIX/サトナシール

併用モニター試験より

２０１７年 ２０２２年２０１１年

知っている
40%

知っている
25%

知っている
22% 聞いたことがある

47%

聞いたことがある
30%

知らない
13%

知らない
78%

知らない
42%

(n = 114)(n = 1810) (n = 45)

アンケート調査結果からみた糖化の認知度推移

5人に1人 半数 8割

19
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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2019年（令和元年）6月18日受理
（届出番号E44）

機能性表示食品

糖化ストレスを軽減して肌の潤いを保持する

認知度拡大の要因

毎日放送ミント（2019年6月20日）

健康カプセル！ゲンキの時間（2019年10月13日）

主治医が見つかる診療所（2018年1月11日）

マスコミ（健康情報TV番組） Youtube配信

シロノサクラ。 戯 ちゃん
夏の『６種の神器』完成（スキンケア/ 抗糖化サプリ）

https://www.youtube.com/watch?v=W3q8sSIWRnI

（2020/05/25公開）
69,826 回視聴（2022/8/1）

NO GOOD TV - Vol. 94
最強アンチエイジング講座

赤西 仁 さん
https://www.youtube.com/watch?v=kbtQHDXDDKw

（2022/07/07公開）
31,262 回視聴（2022/8/1）

©2022 Doshisha University 22

中国では
アンチエイジング分野で抗糖化が注目されている

中国での抗糖化製品のキーワードは
BA、 AG とのこと・・・

21
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（からだサポート研究所）
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世界中で注目されている糖化市場

Advanced Glycation End Products Market Insights, 2021-2031
(Transparency Market Research社)

https://www.transparencymarketresearch.com/advanced-glycation-end-products-market.html

2021年から2031年まで年率5.4%で市場成長する。
2031年の市場規模は US＄2.76Bn（約2,800億円）

©2022 Doshisha University 24

日本で糖化ケア市場が顕在化して１０数年
（2009年頃～）

市場認知は着実に拡大

糖化ケアは世界中で注目されている

本格的な市場拡大の予感

23
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（からだサポート研究所）
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with / after コロナに向けた糖化ケア

©2022 Doshisha University 26

コロナ禍で自身の生活・行動・考え方が「変化した」
と感じるカテゴリー (2022年）

コロナ禍初期の生活変化
（2020～2021年）

コロナ禍で生活はどう変わった？ ～自主企画インタビューを実施～ (2022.02.07)
株式会社インテージクオリス

https://www.intage-qualis.co.jp/magazine/archives/2027/

長引くコロナの影響による健康意識の変化

糖化ストレスの増大

25
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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新型コロナウイルス感染症の蔓延が生んだ日常

藤巻百貨店
https://fujimaki-select.com/ext/mask/index.html花王株式会社ビューティリサーチ＆クリエーションセンターリリース（2022/6/14）

https://kaobeautybrands.com/

コロナ前 現在

街の姿

©2022 Doshisha University 28

マスクを外す生活が戻ってくる！

27
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2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）
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花王株式会社ビューティリサーチ＆クリエーションセンターリリース（2022/6/14）

https://kaobeautybrands.com/

調査名： カラー・メイク嗜好調査 2022 年春
実施： 花王株式会社ビューティリサーチ＆クリエーションセンター
調査日： 2022 年 4 月 13 日 WEB
対象： 18 歳～59 歳女性 650名

ヤング（18～24 歳）： 280 名
ミドル（25～39 歳）： 210 名
アダルト（40～59 歳）： 160 名

マスクを外したくない女性

65.2%

現在コロナ前 これから
(2020/03 - 現在)

18～24歳では40%近く

©2022 Doshisha University 30

糖化ストレスと皮膚老化

• 黄ぐすみ

• はり、弾力の低下

• たるみ

• 見た目の老化

太陽光 多＋喫煙太陽光 少

双子の研究

Farkas JP, et al. Plast Reconstr Surg Glob Open. 2013; 1: e8-e15.

実年齢61歳

★ ★

34歳 65歳

加齢に伴う腹部皮膚（真皮層）のAGEs蓄積（★）

Jeanmaire C. et al, Br J Dermatol. 2001; 145: 10-18.

29
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マスクをつけると肌荒れしやすい
要因の一つは

マスク内の「温湿度変化」

ワタシプラス（資生堂）
https://www.shiseido.co.jp/sw/beautyinfo/DB009403/

ヒトの皮膚常在菌
• 表皮ブドウ球菌（Staphylococcus epidermidis）：美肌菌
• 黄色ブドウ球菌（Staphylococcus aureus）：肌荒れ菌
• アクネ桿菌( Propionibacterium acnes)：アクネ菌

バランス

Kyle H, et al. Glycative Stress Res. 2021; 8 (4): 175-182

バ
イ

オ
フ

ィ
ル

ム
形

成
量

角層ケラチンの糖化が
黄色ブドウ球菌によるバイオフィルム形成を促進する

黄色ブドウ球菌による
バイオフィルム（ムコ多糖類）形成の影響

黄色ブドウ球菌が作る
物質による肌刺激（肌荒れ）

バイオフィルムと手荒れの関係（花王プロフェッショナル）
https://pro.kao.com/jp/medical-kaigo/science-info/declaration/

皮膚の糖化は皮膚常在菌のバランスを乱し、肌荒れを促進する可能性

マスク着用の長期化が肌老化を促進する可能性

©2022 Doshisha University 32

新型コロナウイルス感染症の蔓延

• コロナによる行動制限は糖化ストレスを増大させた

• マスクの日常化が生んだ

顔の見た目に対する意識の変化

糖化ストレスが皮膚の老化を促進する可能性

脱マスクに向けて
見た目の老化対策としての

糖化ケア

31
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糖化ケアの評価トレンド

©2022 Doshisha University 34

糖化ケア（抗糖化）の評価トレンド

2020年

2010年

2015年

抗酸化作用
αアミラーゼ、αグルコシダーゼ阻害作用
食後高血糖抑制作用（特定保健用食品）

抗糖化化粧品ブランドの発売（2009）
糖化ストレスの概念 (2011)

蛍光性AGEs生成抑制作用評価
ヒト血清アルブミン（HSA）、コラーゲン、ケラチン、エラスチン

糖化反応中間体（3DG, GO, MGO）生成抑制作用
ペントシジン生成抑制作用
CML生成抑制作用

AGEs架橋切断作用
OPH活性増強作用

糖化蛋白架橋切断形成抑制作用
糖化蛋白架橋切断作用

血糖値が気になる方へ

AGEsの生成抑制

AGEsの分解

糖化によって老化した蛋白ケアへ

抗糖化

糖質制限、糖質オフ食品の拡大

新型コロナウイルス感染症の蔓延 ・・・・ 未曽有の糖化ストレス負荷 New

33
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糖質分解酵素阻害作用

黒ガリンガル（黒ウコン）抽出物（KPP）の食後高血糖抑制作用

α-アミラーゼ、α-グルコシダーゼ阻害作用の評価結果から、
食品摂取試験（ヒト試験）の作用メカニズムをある程度推定できる。

Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2019; 6: 126-134.

食品摂取試験
（ヒト試験）

最終的にはヒト試験での有用性検証が重要

©2022 Doshisha University 36

蛍光性AGEs生成抑制作用
容易に測定できるが、測定している物質（蛍光を有するAGEsの種類）が不明。
主なAGEsはクロスリン、ベスパリジン、ピロピジンなどと推定されている。

クチナシに含まれる成分の蛍光性AGEs生成抑制作用

Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2021; 8 : 156-161

糖化反応モデル : ケラチン、コラーゲン、エラスチン（皮膚の糖化抑制作用モデル）

（アミノグアニジン）
（アミノグアニジン）

35
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糖化反応中間体 / AGEs生成抑制作用
糖化反応中間体、AGEsを特定した生成抑制作用が検証できる。
糖化反応阻害作用経路の推定につながる。

クロモジ抽出物の3DG、CML生成抑制作用

HSA-グルコース糖化反応モデル系 コラーゲン-グルコース糖化反応モデル系

Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2017; 4: 329-340.

（アミノグアニジン） （アミノグアニジン）

©2022 Doshisha University 38

AGEs架橋切断作用
蛋白中に形成されたAGEs由来の架橋構切断作用の有無を検証できる。
AGEs分解の可能性推定につながる。

Kawai H, et al. Glycative Stress Res. 2019; 8: 39-44.

ハーブ抽出物のAGEs架橋切断作用

糖化によるα-ジケトン架橋構造

PTB: N-Phenacylthiazolium bromide （AGEs架橋切断剤）

37
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OPH活性増強作用
ヒト組織や角層中に存在する糖化蛋白分解作用を有する酵素の活性増強作用を検証する。
糖化によって蓄積した老化蛋白の分解排泄能力を向上させる可能性推定につながる。

ハーブ抽出物のOPH活性に対する影響

Kawai H, et al. Glycative Stress Res. 2019; 8: 39-44.

増強作用阻害作用

©2022 Doshisha University 40

糖化蛋白架橋形成抑制作用
蛋白の糖化による架橋形成（重合化）の抑制作用を評価する。
糖化による蛋白機能、特に蛋白硬化の抑制作用を推定する。

食用紫菊花抽出物（EE）の糖化蛋白架橋形成抑制作用

Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2022; 9: 7-14.

蛋白ケア

リゾチーム-グルコース糖化反応モデル系

0.1mg/mL 0.1mg/mL

（SDS-PAGE染色画像）

39
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糖化蛋白架橋切断作用
糖化による架橋形成（重合化）した蛋白を、単量体化（モノマーに戻す）作用を検証する。
糖化によって変性してしまった蛋白を回復させる可能性を推定する。

蛋白ケア

ローズマリー抽出物の糖化蛋白架橋切断作用

リゾチーム-グルコース糖化反応モデル系

Kim Y, et al. Glycative Stress Res. 2022; 9: 106-111.
PTB: N-Phenacylthiazolium bromide （AGEs架橋切断剤）

©2022 Doshisha University

Takeuchi M, et al, J Alzheimer Dis. 2009; 16: 1-16 を改変

X

X
X

X X
X

42

先進的な糖化ケア
多経路な生体内糖化反応の多点を抑制する

（多経路阻害）
蛋白ケアの観点から

糖化による蛋白架橋（重合）を
抑制・切断する

たとえ少人数であってもヒト試験（臨床試験）での作用検証を！

サトナシールリーフレット（からだサポート研究所）を改変

41
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糖化ケア素材研究のトピックス2022
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黒豆の糖化ストレス抑制作用

市販の黒豆７品種の熱水抽出液の抗糖化、抗酸化作用を検証

品種間の差異は最大で抗糖化作用で5倍、抗酸化作用で2.5倍

横田ら, 第23回 糖化ストレス研究会（熊本）発表（2021)

「黒千石」は抗酸化、抗糖化作用ともに強い

（HSA-グルコース糖化反応モデル）

女性アスリートの三主徴 「エネルギー不足」 「無月経」 「骨粗鬆症」対策 を目指して
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抗糖化作用にはグリシチン（■）の関与が大きい
IC50:  0.189µg/mL （グリシチン）, 0.006µg/nL （グリシテイン）
※他のイソフラボンのIC50は 7µg/mL以上

黒豆（大豆）イソフラボンと作用との関連性

種皮部 子葉部

横田ら, 第23回 糖化ストレス研究会（熊本）発表（2021)

グリシチン

ダイゼイン（■）はエクオール産生に関与する
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乳製品の抗糖化作用 (1)
ヨーグルト (19製品) の抗糖化作用

評価系： HSA-グルコース糖化反応モデル,  試料： ホエイ (5mg/mL)

Okuda F, et al. Glycative Stress Res. 2019; 6: 230-240.

ペントシジン
生成抑制作用

糖化反応中間体
(3DG, GO, MGO)
生成抑制作用

(1mg/mL)
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ヨーグルトホエイの糖化蛋白架橋形成抑制作用

Okuda F, et al. Glycative Stress Res. 2019; 6: 230-240.

リゾチーム-フルクトース架橋モデル

← trimer : 93.1%

← dimer : 68.5%

糖化蛋白架橋形成抑制率

試料： プレーンヨーグルト (1) ホエイ (0.5mg/mL)
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白カビ 青カビフレッシュ ハード・セミハード

蛍
光

性
AG

Es
生

成
抑

制
率

(%
)

チーズ (13製品) の蛍光性AGEs生成抑制作用

試料： 水抽出液 (2.5mg/mL)

畠ら, 第23回 糖化ストレス研究会（熊本）発表（2021)

乳製品の抗糖化作用 (2)
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乳製品の抗糖化作用成分の可能性

ヨーグルト
乳酸

チーズ
プロピオン酸
ギ酸
酢酸
乳酸 など

乳タンパク分解物
ペプチド
アミノ酸

＋

乳酸菌、カビ類などが産生する水溶性低分子化合物

反応濃度 (mg/mL)

蛍
光

性
AG

Es
生

成
阻

害
率

(%
)

乳酸のAGEs生成抑制作用
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レモンの糖化ストレス抑制作用 (1)

●: 米飯（200g）のみ
●: 米飯＋レモン果汁（15g）
●: 米飯＋レモン果汁（30g）

Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2020; 7: 174-180.

クエン酸の作用

食後高血糖抑制作用

やせる! 肌も血管もキレイになるレモン若返りレシピ (マキノ出版ムック) (2022)

(n = 12)
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50



2022年8月2日（火）糖化ケアセミナー
（からだサポート研究所）

26

©2022 Doshisha University 51

﨑山ら, 第21回 日本抗加齢医学会（京都）発表（2021)

レモンの糖化ストレス抑制作用 (2)
AGEs生成抑制作用

蛍光性AGEs

*

*

*

*

*: p < 0.05

（コラーゲン-グルコース糖化反応モデル）
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レモンの糖化ストレス抑制作用の可能性

・ 食後高血糖抑制作用
1食あたり15～30g （クエン酸量換算 約2g）

・ AGEs生成抑制作用
蛍光性AGEs生成抑制作用
CML生成抑制作用
ペントシジン生成抑制作用
糖化反応中間体生成抑制作用（3DG, GO, MGO）

主な作用成分はクエン酸
レモン果汁に含まれるフラボノイドも関与の可能性

• 蛍光性AGEs生成抑制作用
• 3DG生成抑制作用

※クエン酸の3DG生成抑制作用への関与は僅か

51
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調理における糖化ケア食材の作用影響
ナス（Solanum melongena L.）の果実は古来より世界中の国や地域で食用にされており、日本
国内に果実の大きさ、形、色などが異なる170以上の品種がある 。
また、さまざまな料理に利用される食材である。

長ナス
日本国内で

最も一般的な品種

丸ナス
肉質がしっかりして、

甘みがある

白ナス
ナスニンを含まず

皮が白色、咢が緑色

水ナス
水分量が多く

皮が薄く、甘みがある

小ナス
10～30g で
小型の品種

大長ナス
40～45cmで

果肉が柔らかい

米ナス
ナスニンを多く含み

咢が緑色

八木ら, 第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）
Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2022; 9: 55-62.
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八木ら,第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）
Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2022; 9: 55-62.
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光
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量
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ナス品種の抗糖化作用、抗酸化作用

固形分濃度： 0.3mg/mL(F-AGEs), 1mg/mL(DPPH)

c)

a)

d)

b)

e)

b)

f)

試料： 乾燥粉末の70%エタノール抽出液
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焼き
皮面と果肉面から

強火で5分間

揚げ
170℃で3～5分間

きつね色になるまで

茹で
沸騰水中で4分間

ぬか漬け
4℃, 24時間
（レシピ通り）

調理におけるAGEs生成抑制作用の影響
長ナスを家庭で行われている一般的な方法に準じて調理

【料理メニュー】

八木ら,第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）
Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2022; 9: 55-62.
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八木ら,第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）
Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2022; 9: 55-62.
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固形分濃度： 0.3mg/mL(F-AGEs), 1mg/mL(DPPH)

調理における長ナスの抗糖化作用、抗酸化作用の影響

b)

a)a)

c)

a)

a) - c): p < 0.05 

試料： 乾燥粉末の70%エタノール抽出液
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ナスに含まれる特徴成分
クロロゲン酸

抗酸化作用
脂肪燃焼作用
食後高血糖抑制作用 など

長ナス抽出液
（0.3mg/mL）

クロロゲン酸
（16.5µg/mL）

アミノグアニジン
（0.1mg/mL）

蛍
光

性
AG

Es
生

成
阻

害
率

(%
)

抗糖化作用

クロロゲン酸の寄与率： 87%

抗糖化作用

抗酸化作用

ナスの抗糖化作用、抗酸化作用の関与成分推定

八木ら, 第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）
Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2022; 9: 55-62.

ク
ロ

ロ
ゲ

ン
酸

濃
度

ク
ロ

ロ
ゲ

ン
酸

濃
度

（長ナス抽出液中濃度）
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市販食品の糖化ストレス抑制作用の検証
検証試料：スーパーマーケット等で販売されている食品500種類以上

主な検証項目： 1) 食後高血糖抑制作用
2) AGEs生成抑制作用
3) AGEs架橋切断作用
4) OPH活性増強作用

Yagi M, et al. Anti-Aging Medicine. 2012; 9: 61-74.
Hori M, et al. Anti-Aging Medicine. 2012; 9: 135-148.
Lanny P, et al. Anti-Aging Medicine. 2013; 10: 70-76.
Ishioka Y, et al. Glycative Stress Res. 2015; 2; 22-34.
Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2015; 2: 35-40.
Abe Y, et al. Glycative Stress Res. 2016; 3: 56 -64.
Tanaka Y, et al. Glycative Stress Res. 2017; 4: 25-31.
Tadasue K, et al. Glycative Stress Res. 2017; 4: 80-86.
Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2017; 4: 317-328.
Yamaguchi T, et al. Glycative Stress Res. 2018; 5: 36-44.
Yagi M, et al.  Glycative Stress Res. 2018; 5: 163-170.
Takabe W, et al. Molecules  2018; 23(9): 2319.
Okuda F, et al. Glycative Stress Res. 2019; 6: 230-240.
Ishizaki K, et al. Glycative Stress Res. 2020; 7: 22-28.
Yagi M, et al. Glycative Stress Res. 2021; 8: 1-7. 
Yuasa E, et al. Glycative Stress Res. 2021; 8: 87-97. 

• ハーブティー / 健康茶
• 野菜類
• ハーブ / スパイス類
• フルーツ
• 発酵食品

食品の種類：

和菓子は
糖化を進める食品なのか？
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餡の糖化ストレス抑制作用
• 小豆抽出物には抗酸化作用、αグルコシダーゼ阻害作用が報告

されている。
• 餡は小豆と砂糖を主な材料として加熱調理された食品である。

• 日本伝統の嗜好品である餡（和菓子）にも抗糖化作用や抗酸化
作用がある可能性がある。

和菓子

• 餡製品： 小豆を主原料とする市販の餡製品と和菓子から取り除いた餡（10種類）
• 生餡： 煮小豆の種皮を取り除き潰した餡
• 餡： 生餡にショ糖（グラニュー糖）を加え加熱した餡

試料：

検証：

• 蛍光性AGEs生成抑制作用（抗糖化作用）
• ペントシジン生成抑制作用（抗糖化作用）
• DPPHラジカル消去活性（抗酸化作用）

加糖（砂糖）

吉村ら, 第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）
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A～J: 餡製品ID, 平均値±SD, n=3

つぶ餡製品 こし餡製品

餡製品のAGEs生成抑制作用
評価系： HSA-グルコース糖化反応モデル /  熱水抽出液 (固形分濃度50mg/mL)

吉村ら, 第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）
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餡製品の抗酸化作用
評価系： DPPHラジカル消去活性 /  熱水抽出液 （固形分濃度: 50mg/mL）

A～J: 餡製品ID, 平均値 (n=2)

つぶ餡製品 こし餡製品

吉村ら, 第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）
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0.5mg/mL 生餡0.5mg/mL相当量
（70mg/mL）

0.5mg/mL 生餡0.5mg/mL相当量
（70mg/mL）

餡の調理工程における作用変化

抗糖化作用 抗酸化作用

吉村ら, 第22回日本抗加齢医学会（大阪）発表（2022）

平均値 (n=2)平均値±SD (n=3)

加糖（砂糖）

生餡小豆

水煮

加熱処理（練り）

（アミノグアニジン）
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• 餡はAGEs生成抑制作用、抗酸化作用を有する
• 餡の練り調理において抗糖化作用、抗酸化作用が付与される可能性

餡の糖化ストレス抑制作用

餡は機能性食品のひとつになる可能性

食後血糖値変化（予備検討, n=1）

炭水化物量： 50g  
米飯 150g + ふりかけ 2.5g,  つぶ餡 89g,  砂糖 50g

• 和菓子1 個に含まれる餡量は20～50 g
• 茶菓としての和菓子

餡は抗糖化、抗酸化作用を有し

糖化ストレスへの影響は一般の食品と同等
である可能性があり、更なる検証が必要

同志社大学 糖化ストレス研究センター
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抗糖化作用とコラーゲン
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コラーゲンドリンクに配合される抗糖化素材

©2022 Doshisha University 66

飲むコラーゲンペプチドの皮膚への作用メカニズム

小山, 皮革科学. 2010; 56: 71-79

Shigemura Y, et al. J. Agric. Food Chem. 2009; 57: 444–449.Iwai K, et al. J. Agric. Food Chem. 2005; 53: 6531-6536.

摂取したコラーゲン消化物（ペプチド、アミノ酸）が体内に吸収され、線維芽細胞を活性化する

血中濃度変化

血中濃度変化

Pro-Hypによる線維芽細胞の活性化

（平均分子量4,000-6,000）
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コラーゲンは糖化すると分解されにくい

DeGroot J, et al. Exp Cell Res. 2001 ; 266: 303-310.

ペントシジン量 コラゲナーゼによるコラーゲン分解
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反応液中濃度（%)

豚由来 魚由来 魚由来

（分子量： 3,200～5,000） （分子量： 未公開） （分子量： 5,000）

コラーゲンペプチドに対する蛍光性AGEs生成抑制作用

評価系： コラーゲンペプチド-グルコース糖化反応モデル,  試料： 混合ハーブエキス

蛍
光

性
AG
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生

成
阻

害
率

(%
)

同志社大学 糖化ストレス研究センター
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抗糖化素材の風味改善作用
混合ハーブエキスがコラーゲン特有の臭みをマスキングする

コラーゲン飲料モデル
水 100mL
コラーゲンペプチド（豚由来） 3g
スクロース 5g
フルクトース 5g
クエン酸 0.1g

110℃, 5分間加熱

①
↓

②
↓

特許-5144534, 飲食品の風味改善剤

被験者 : 味覚、嗅覚に異常のない健康な男女 5名
風味スコア（Refとの比較）, 2 : かなり良好, 1 : やや良好, 0 : 差異なし, -1 : やや悪い. -2 : かなり悪い
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コラーゲンドリンクに対する抗糖化素材の影響

• コラーゲンペプチドの作用により産生される新たな

皮膚コラーゲンのAGEs生成抑制（皮膚の糖化抑制）

• ドリンク中のコラーゲンペプチドのAGEs生成抑制

• 植物エキス素材
コラーゲンドリンクの風味改善

機能性、品質の向上に繋がる可能性
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本日のまとめ

・ 糖化の認知度はどう変わったか？
10数年間、着実に拡大し、世界でも注目されている

・ with / after コロナに向けた糖化ケア
行動制限は糖化ストレスを増大。マスクの下の糖化ケアを

・ 糖化ケアの評価トレンド
糖化反応の多経路阻害の検証から蛋白ケアへ

・ 糖化ケア素材研究のトピックス2022
一般生活者向けに身近な食品のエビデンスを

・ 抗糖化作用とコラーゲン
世界でも人気のコラーゲン飲料で糖化ケアの展開を

糖化ストレス研究最新トピックス2022
脱マスクに向けて需要が高まる糖化ケア

「屋外での脱マスク」に賛成？ それとも反対？
https://news.yahoo.co.jp/articles/81d81207a04

d694b2d8a9c62bbb5eabb0e402648
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第25回糖化ストレス研究会のご案内
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2022年9月28日(水) イベントステージB 11:30～12:20

今年も講演させていただきます

©2022 Doshisha University 74

ご清聴ありがとうございました

ご質問、ご相談等は遠慮なくご連絡ください
リモート面談もOKです

京都府京田辺市多々羅都谷1-3 医心館4F 
同志社大学生命医科学部 糖化ストレス研究センター

myagi@mail.doshisha.ac.jp

同志社大学 京田辺キャンパス 医心館（生命医科学部）
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